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　昨年の東日本大震災から1年経ちました。 この1年を振り返り、 メ

ディアで流される地震による強い揺れ、 大きな津波で流される建物 ・

車 ・ 船等の映像は、 その時の悲惨な惨状を改めて思い知らされまし

た。 壊滅的な被害を受けた東北地方の復旧は、 徐々に進んでいま

すが、 まだその爪痕は数多く残されており一を刻も早く復興すること

を強く願わずにはいられません。 先日、 春の高校野球選手権大会

が開催され、 その開会式での東北地方の被災地から出場した青年

の選手宣誓では、 力を合わせ一つになりその苦難を乗り越えることが

できると信じ、 諦めず復興しようとする気持ちが強く感じられ大変心を

打たれました。 これからの時代こそ日本の底力、 絆が大切になってく

るのではないでしょうか。

　今月のふぇらむは 「電力供給に貢献する鉄鋼業」 に関する記事が

タイトルとなっています。 昨年の東日本大震災以降、 鉄鋼業自らが

被災するなかで、 早急に発電設備の修復を行い再開するなど、 復

興に不可欠な電力の供給支援を行っている内容を紹介しています。

読者の方々に興味を持って読んで頂けるよう編集者一同努力致しま

すのでご期待ください。  （Y.N.）
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X線分析の前処理に最適です！振動式ミニカップミル MC-4A レンタルも承ります。ご相談下さい。

< MC-4A >
電　　源：100V 50/60Hz（指定）
振　　幅：約6mm
モーター：100W
外形寸法：W36xD46xH40cm
本体重量：約35kg（バレル・ボール含まず）

試験・研究用機器分析（X線分析等）の前処理として、少量の試料を短時間に
微粉砕します。
装置は小型で、振動も少ない卓上型の旋転運動を利用した粉砕器です。
バレルは４個同時に使用でき、底の広い扁平型の容器とロット型のボールの
組み合わせで、試料の取り出しや清掃も簡単です。 球状のボールを使用する
ミルと比較して、付着率や発熱を低く抑えられます。粉砕能力は試料によって
異なりますが、乾式で平均5mmの試料が10ミクロン以下になります。
バレルの材質は下記の物の他にHiアルミナ・硬質鋼（クロム焼入れ）等も
ございます。
冷凍粉砕用にも、ステンレス製容器とタングステンカーバイト製（φ45）の
粉砕ロッドにより、プラスチック、ゴム類を上記容器ごと液体窒素で冷却する
事により細かく粉砕する事が可能です。

本機は、粉砕容器（ポット）が回転する最中にローラーが左右交互に昇
降する事で傾斜を繰り返すユニークなボールミル架台です。内部の試
料とボールが十分に混合されつつ粉砕が行われるので、偏析の無い粉
砕が出来ます。また、混合目的にも適して
2本のローラー間隔を簡単に変える事が出
ので、広範囲なサイズのポットに対応可能で
●ローラー：φ25×450mm長さ
●ローラー回転数：50-1000rpm
●最大積載重量：約6kg
 （粉砕容器＋ボール＋試料）

従来のネジ止め式は、ネジの摩擦による微量の金
属粉の粉砕試料への混入防止。
締め付け回数増加により、容器側（雌ネジ）ネジの
緩み損傷防止。
蓋の取外し、取付時間短縮
●材質：ポリアミド（ナイロン）
●サイズ：1リットル、3リットル、5リットル

上記BMR-450型の実用タイプです。
●ローラー：φ50×600mm長さ
●ローラー回転数：50-550rpm
●最大積載重量：約10kg
 （粉砕容器＋ボール＋試料）
●容器積載サイズ：φ12cm-φ30cm

粉砕容器とボールの形状・材質

部分安定化
ジルコニア

タングステン
カーバイド

メノー ステンレス

ボールミル架台（左右昇降式）
BMR-450 クイックロック式ナイロンポット

BMR-1000
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